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青年期における気づかいの捉え方と精神的健康との関連 
―気づかいにおける捉え方およびその影響に焦点をあてて― 
姜 信善１・佐藤 玲巳２ 
 
The Relationship between Consideration and Mental health in 
Adolescence : Focusing on View and Influence in Consideration 




































































































































































































大学生 169 名（男性 65 名，女性 104 名） 
【調査時期】 








































































































































大学生 772 名（男性 382 名，女性 385 名，性別不
詳 5 名，平均年齢 19.5 歳，SD=1.84）。 
【調査時期】 






























（1985）の日本語版 General Health Questionnaire 
12（以下，GHQ12）が用いられた。GHQ12 では，
12 項目の質問に対し 4 件法で回答が求められた。下
位尺度は「うつ症傾向」「社会活動障害」の 2 つから
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捉え方に関する質問項目の回答についての因子分析
を行った（有効回答数：大学生 743 名（男性 364 名，
女性 374 名，性別不詳 5 名））。 
固有値の減退状況などから４因子を仮定すること
が出来た。最尤法・プロマックス回転後の因子パター


























ろ，第 1 因子，第 2 因子，第 3 因子，第 4 因子それ
 
No 項目内容 F1 F2 F3 F4 平均 (SD)
F1:関係形成・維持
24 相手との関係を良く保つためのもの .845 -.060 -.149 .004 4.14 (0.80)
29 信頼関係を築くためのもの .719 .034 .007 -.159 3.97 (0.97)
7 他人とでも、互いに快適に生活するためのもの .679 -.040 .040 .027 4.04 (0.92)
17 周囲を不快にさせず、自分も過ごしやすくするためのもの .658 -.132 -.088 .205 3.93 (0.91)
4 相手との関係や物事をスムーズに進めるためのもの .651 .005 -.073 .096 4.16 (0.83)
30 大切な相手を大切にし続けるためのもの .603 .025 .105 -.163 4.07 (0.93)
1 相手と上手くコミュニケーションをとるためのもの .581 .073 .012 -.027 3.89 (1.00)
9 誰にとっても居心地の良い空間をつくるためのもの .501 -.050 .223 .060 3.82 (0.98)
20 社会の礼儀として必要なもの .461 .049 .271 -.066 4.23 (0.79)
27 自分も周りに親切にしてもらうためのもの .418 .221 .025 .043 3.39 (1.15)
F2:自己消耗
25 無理をするために、自分の気力を失わせるもの -.117 .843 .096 .000 2.54 (1.16)
12 相手を持ち上げて気分良く居てもらうために神経をすり減らすもの -.005 .814 -.003 .060 2.77 (1.21)
11 心身の疲労が大きく、自分の負担になるもの .066 .735 -.144 -.010 3.06 (1.18)
31 やりたくない気持ちを抑えて仕方なく行うもの -.094 .712 -.002 .037 2.50 (1.15)
21 場の雰囲気を壊さないために自分が我慢するもの .259 .507 -.126 .108 3.35 (1.14)
F3:常識
10 人として当たり前のもの .113 .078 .733 -.071 3.81 (1.03)
15 特別なことではないもの .014 -.109 .627 .138 3.64 (1.00)
2 意識せずとも自然としているもの -.054 -.049 .621 .058 3.44 (1.13)
F4:自己防衛
8 人とほどよく距離をとり、本音を隠すためのもの .013 .223 .112 .618 3.20 (1.19)
14 相手との距離を保ち、自分に深入りされないようにするためのもの -.059 .254 .000 .560 2.78 (1.18)
16 人と一定の距離をとり、自分の欠点を見せないようにするためのもの .024 .219 .041 .493 2.88 (1.44)
因子間相関 F1 ー
F2 .169 ー
F3 .490 -.097 ー
F4 .206 .537 -.022 ー
α係数 0.87 0.86 0.71 0.75
table1 気づかいの捉え方に関する項目の因子分析結果（最尤法・プロマックス回転後の因子パターン）
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析を行った（有効回答数：大学生 741 名（男性 363
名，女性 373 名，性別不詳 5 名））。 
固有値の減退状況などから３因子を仮定すること
が出来た。最尤法・プロマックス回転後の因子パター





























No 項目内容 F1 F2 F3 平均 (SD)
F1:自己脆弱感
12 人に不信感を抱き、本音を言えなくなった .844 -.084 -.005 2.39 (1.23)
13 人に合わせて演じることが多くなり、そんな自分に嫌気がさすようになった .828 .030 -.077 2.63 (1.28)
14 他者から否定的に評価されていないか不安になり、自分を批判しやすくなった .779 .138 -.066 2.90 (1.32)
4 他者の本音が気になり、自分らしくいられなくなった .770 .062 -.082 2.80 (1.20)
20 人付き合いが億劫になった .705 -.061 .013 2.78 (1.22)
16 本音と建前を実感して疑心が生まれた .695 .063 .045 2.80 (1.20)
11 人を嫌いになった .659 -.245 .143 2.18 (1.19)
10 細かいことでも気になり、他者に対して引け目を感じやすくなった .601 .008 .213 2.88 (1.22)
2 隔たりを感じやすくなり、仲が深まることが難しくなった .589 -.108 -.032 2.55 (1.12)
3 他者にあてにされることが多くなり、自分の存在を軽んじるようになった .567 .060 .002 2.49 (1.10)
5 他者を優先し、自分の意思を表すことを遠慮するようになった .553 .180 -.018 3.16 (1.18)
F2:他者配慮
18 相手の立場で物事をより深く考えられるようになった .042 .843 -.027 3.68 (1.02)
19 思いやりの心を持てるようになった -.098 .813 -.010 3.74 (0.99)
17 周囲の状況に注意を向けられるようになった .026 .664 .104 3.73 (1.02)
1 相手の思いを汲み取れるようになった .055 .570 -.028 3.44 (1.12)
7 言葉遣いやＴＰＯ（時・場所・場合）について考えるようになった .030 .451 .073 3.98 (0.92)
F3:気づかいの評価基準化
9 気づかえない人に対して嫌悪感を覚えるようになった -.077 .002 .845 3.27 (1.21)
15 気づかえない人に否定的な評価を下すようになった .013 -.028 .814 2.86 (1.24)
6 気づかえない人を哀れむようになった .047 .011 .646 2.85 (1.28)
8 気づかいの出来る程度で他者を評価するようになった .019 .144 .583 3.15 (1.18)
因子間相関 F1 ー
F2 .077 ー
F3 .531 .201 ー
α係数 0.91 0.80 0.82
table2 気づかいによる影響に関する項目の因子分析結果（最尤法・プロマックス回転後の因子パターン）




































関係形成・維持 自己消耗 常識 自己防衛 自己脆弱感 他者配慮 気づかいの
評価基準化
うつ症傾向 社会活動障害
関係形成・維持 1.00 .131** .431** .184** .103** .529** .205** .120** -.119**
自己消耗 1.00 -.146** .607** .619** -.076* .287** .268** .164**
常識 1.00 0.008 -.080* .422** .162** -.050 -.139**
自己防衛 1.00 .447** -.036 .250** .170** .100*
自己脆弱感 1.00 .092* .474** .457** .271**
他者配慮 1.00 .227** .068 -.153**












No 項目内容 平均 (SD)
1 自信を失ったことは 1.57 (0.85)
2 自分は役に立たない人間だと考えたことは 1.26 (0.89)
3 問題を解決できなくて困ったことが 1.51 (0.81)
4 いつもより気が重くて、憂うつになることは 1.60 (0.93)
5 いつもストレスを感じたことが 1.66 (0.84)
6 心配ごとがあって、よく眠れないようなことは 1.00 (0.92)
7 いつもより日常生活を楽しく送ることが 0.86 (0.72)
8 いつもより自分のしていることに生きがいを感じることが 1.11 (0.78)
9 いつもより容易に物ごとを決めることが 1.09 (0.61)
10 いつもより問題があった時に積極的に解決しようとすることが 1.07 (0.64)
11 一般的にみて、しあわせといつもより感じたことは 1.18 (0.80)
12 何かをする時いつもより集中して 1.05 (0.70)
出典：中川泰彬・大坊郁夫（1985）日本版GHQ精神健康調査票手引 日本文化科学社．
table3 気づかいの捉え方、気づかいによる影響および精神的健康（GHQ12）各項目得点の相関関係 
table4 GHQ12 項目内容 
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捉え方からうつ症傾向・社会活動障害に至るモデル
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